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千葉市蘇我スポーツ公園
千葉市美浜区高洲コミュニティセンター　千葉市美浜区真砂コミュニティセンター
千葉市若葉区都賀コミュニティセンター　千葉市緑区鎌取コミュニティセンター
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６　外郭団体による評価

７　所管局による評価

今後の方針

　引き続き、経費の見直し、業務配分を見直すなどさらに効率化を図り、経営の安定化を維持され
たい。
　２事業において、今後も人件費の高騰や物価高等が想定されるが、引き続き経費削減等に努め
るほか、安定した施設運営が望まれる。
　文化事業においては、４施設の安定した運営をするとともに、地域性を考慮した自主事業の展開
により、地域の文化活動に貢献できる運営が望まれる。

総合評価

　スポーツ事業と文化事業の２事業体制により、市からの受託事業を中心に取り組んでいる。ス
ポーツ事業においては、千葉ロッテマリーンズの球場運営サポートやプロ野球の開催に貢献する
とともに、大型音楽イベントの協力企業として主催者をサポートしている。
　文化事業においては、コミュニティ４施設の運営に貢献し、営業成績においては、営業利益
51,357千円、当期純利益39,028千円を確保し、19年ぶりの復配を行う等、安定した経営状況を維
持しているものと評価する。

　スポーツ事業（スタジアム管理・蘇我スポーツ管理）、文化事業（高洲・真砂・鎌取・都賀コミュニ
ティセンター）の２事業体制で効率的な事業展開を行ってきた。当期の売上高は1,043,979千円とな
り、売上総利益は、131,068千円となった。さらに、役員報酬・退職給付引当金・減価償却費などの
一般管理費を差引いた営業利益は、51,357千円となり、営業外損益及び法人税等を計上した結
果、当期純利益は39,028千円となった。

　引き続き、ZOZOマリンスタジアム、蘇我スポーツ公園及び、コミュニティセンター４施設の管理業
務を推進し、それぞれの施設の設置目的を最大限に発揮できるよう取り組むとともに、各事業にお
いて適正な利益を計上できるよう的確なマネジメントを行う。当社の展開している事業は千葉市の
公の施設管理運営であり、各施設の形態は異なっているものの、利用者の方々に安心して利用い
ただける魅力ある施設となるよう引き続き努力を重ねる。

今後の方針

総合評価


